
 

 

 

   

  

  

  

４年生が算数の時間に 

台形とひし形の作図方法を学んでいました。 

向かい合う辺は何組が平行なのか 

辺の長さや角度には 

どのようなきまりがあるのかを考えながら 

三角定規や分度器を用いて 

丁寧に作図していました。 

 

 

 

 

 

左の写真は実物投影機を用いて 

作図方法について発表している場面です。 

 

図形の作図方法は何パターンもあります。 

友達と意見交流しながら 

自分の作図方法と比較することで 

学習内容への理解がより深まっていきます。 

 

 

 


